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思
って
い
る
だ
け
で
は
成
せ
な
い
！

研
鑽
と
体
験
学
習
で
大
器
と
な
れ
！

本
紙
先
号
で
、
第
十
七
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕

隊
の
歩
み
の
前
半
で
あ
る
、
オ
リ
ン
ポ
に
お
け
る

奉
仕
活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
そ
れ
に
続
く
レ
ダ
基
地
に
お
け
る
諸
活
動
と
、

帰
国
す
る
ま
で
の
歩
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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二
十
九
日

オ
リ
ン
ポ
か
ら
ボ
ー
ト
で
レ
ダ
に

到
着
し
た
奉
仕
隊
。
川
岸
で
中
田
所
長
と
レ
ダ
の

ス
タ
ッ
フ
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
。
一
同
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
乗
っ
て
宿
所
に
。
こ
こ
で
衣
類
の
洗

濯
を
一
気
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
プ
ー
ル
に
飛
び

込
む
者
も
い
て
、
青
年
た
ち
の
力
は
尽
き
な
い
。

三
十
日

佐
野
氏
よ
り
、
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
意
義
・
歴
史
・
展
望
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
る
。

次
い
で
、
中
田
所
長
の
案
内
で
レ
ダ
の
施
設
と
活

動
現
場
見
学
ツ
ア
ー
。
研
修
所
、
公
館
、
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
研
究
所
、
食
品
工
房
、

養
殖
施
設
、
農
場
、
工
事
中
の
動
物
公
園
な
ど
を

次
々
と
見
学
。
レ
ダ
で
長
く
重
責
を
担
っ
て
き
た

所
長
の
言
葉
が
、
青
年
た
ち
の
純
な
心
を
打
っ
た
。

午
後
は
豚
ラ
ン
ド
へ
。
名
物
、
豚
の
大
集
合
シ
ー

ン
を
見
る
。
抱
っ
こ
し
た
仔
豚
は
目
に
安
心
の
色
。

次
は
斧
を
手
に
、
増
え
す
ぎ
た
ヤ
シ
を
伐
採
。
手

に
は
血
マ
メ
。
初
期
の
開
拓
精
神
を
追
体
験
し
た
。

三
十
一
日

中
田
所
長
の
講
話
「
夢
が
あ
っ
て

も
、
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
成
せ
な

い
。
成
す
に
は
、
ひ
た
す
ら
自
分
を
磨
く
こ
と
。
」

次
い
で
タ
ロ
イ
モ
収
穫
体
験
。
泥
田
に
入
り
、

タ
ロ
イ
モ
の
旺
盛
な
生
命
力
を
実
感
し
つ
つ
、
技

と
力
の
使
い
方
を
学
ぶ
。
収
穫
し
た
タ
ロ
イ
モ
は

パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
岸
辺
で
洗
い
、
食
糧
と
な
っ
た
。

午
後
は
パ
ク
ー
の
養
殖
池
で
漁
労
体
験
。
池
幅

い
っ
ぱ
い
の
網
を
大
勢
の
手
で
持
ち
、
猛
魚
を
対

岸
に
追
い
込
む
。
体
が
浮
い
て
も
必
死
で
網
を
抑

え
、
健
康
に
成
長
し
た
パ
ク
ー
を
陸
に
上
げ
る
。

さ
ら
に
包
丁
を
手
に
内
臓
を
除
去
、
商
品
化
し
た
。

最
後
は
乗
馬
体
験
。
始
め
は
牧
童
に
手
綱
を
引

い
て
も
ら
う
。
二
周
目
は
自
ら
手
綱
を
取
り
、
人

馬
一
体
、
農
場
内
を
駆
け
巡
っ
た
。(

次
面
に
続
く)

アオボウシインコ2羽を肩に乗せたら...タロイモを陸に引き上げる。とても重い。

第17回国際協力青年奉仕隊
★ レダ編★

パクーの養殖池に首まで浸かって収獲。

乗馬体験を終えて。レダ農場、8月31日午後5時5分



第
17
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
（
一
面
よ
り
続
く
）

九
月
一
日

レ
ダ
で
の
最
終
日
。
午
前
中
は
四

隻
の
ボ
ー
ト
に
分
乗
し
て
パ
ラ
グ
ア
イ
川
で
の
釣

り
を
体
験
。
創
始
者

文
鮮
明
師
夫
妻
の
歩

み
を
辿
る
意
味
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学

習
の
中
で
も
釣
り
は

特
に
重
要
視
さ
れ
る
。

釣
果
は
、
ピ
ラ
ニ
ア
、

マ
ン
ジ
、
ペ
ロ
・
デ
・

ペ
ス
、
ボ
ガ
等
、
ま

ず
ま
ず
だ
っ
た
。
昼
食
後
、
陸
路
ロ
ー
マ
・
プ
ラ

タ
へ
。
四
台
の
四
駆
で
ダ
ー
ト
の
道
を
疾
走
す
る
。

九
月
二
日

ロ
ー
マ
・
プ
ラ
タ
か
ら
首
都
ア
ス

ン
シ
オ
ン
へ
移
動
。
路
線
バ
ス
と
四
駆
を
利
用
。

九
月
三
日

ア
ス
ン
シ
オ
ン
家
庭
教
会
の
日
曜

礼
拝
に
参
加
。
続
い
て
中
庭
で
昼
食
と
交
流
会
が

あ
り
、
皆
で
一
緒
に
歌
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
。

次
は
ス
ポ
ー
ツ
。
日
パ
青
年
混
成
の
男
女
別
サ
ッ

カ
ー
対
抗
試
合
。
パ
ラ
グ
ア
イ
青
年
は
普
段
の
練

習
で
鍛
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
青
年
も
ゴ
ー
ル

に
か
ら
む
活
躍
で
し
ば
し
ば
応
援
席
を
沸
か
せ
た
。

夜
は
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
、
理
想
郷
造
り

を
目
指
し
て
き
た
伊
藤
玄
一
郎
さ
ん
の
生
き
様
や

見
解
な
ど
を
聴
き
、
各
人
の
将
来
を
考
え
る
上
で

刺
激
的
な
一
助
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
夜
行
バ
ス

に
乗
っ
て
南
部
の
都
市
エ
ン
カ
ル
ナ
シ
オ
ン
へ
。

九
月
四
日

早
朝
到
着
。
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
小

型
バ
ス
で
、
日
系
人
移
住
地
の
一
つ
、
ラ
パ
ス
へ
。

田
岡
功
元
駐
日
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
大
使
の
歓
迎

を
受
け
る
。
日
本
人
会
館
に
て
、
同
氏
とJ

I
C
A

の

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
懇
談
。
日
系
移
民
の
開

拓
史
、
現
状
と
将
来
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
豊

富
な
実
体
験
に
基
く
知
見
を
学
ぶ
。
資
料
館
で
は
、

開
拓
史
の
記
録
で
あ
る
写
真
、
農
作
業
や
開
拓
生

活
に
用
い
た
資
材
な
ど
を
興
味
深
く
見
学
し
た
。

続
い
て
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
遺
跡
を
見
学
。
18
世
紀
、

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
が
先
住
民
と
と
も
に
築

き
上
げ
、
礼
拝
と
生
活
の
場
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、

ス
ペ
イ
ン
国
王
の
力
に
屈
し
、
現
在
は
廃
墟
を
見

る
の
み
。
彼
ら
も
、
メ
ノ
―
教
徒
も
、
日
系
人
も
、

パ
ラ
グ
ア
イ
に
理
想
郷
造
り
を
志
し
た
の
で
あ
る
。

九
月
五
日

シ
ウ
ダ
・
デ
ル
・
エ
ス
テ
よ
り
路

線
バ
ス
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
町
フ
ォ
ス
・
ド
・
イ
グ

ア
ス
へ
。
ま
ず
鳥
の
公
園
に
行
く
。
順
路
に
従
い

巨
大
ケ
ー
ジ
内
を
歩
き
、
珍
し
い
鳥
た
ち
を
目
の

当
り
に
す
る
。
す
っ
か
り
人
馴
れ
し
た
オ
オ
ハ
シ

と
自
撮
り
な
ど
し
て
、
時
間
を
忘
れ
た
。
最
後
は
、

コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン
コ
を
腕
に
止
ま
ら
せ
て
記
念
撮
影
。

続
い
て
イ
グ
ア
ス
の
滝
へ
。
天
地
創
世
を
も
彷

彿
さ
せ
る
、
壮
大
な
世
界
自
然
遺
産
と
対
面
。
近

づ
く
に
つ
れ
、
そ
の
桁
外
れ
の
迫
力
と
美
し
さ
と

頬
に
当
た
る
飛
沫
が
、
若
い
五
感
を
揺
さ
ぶ
っ
た
。

九
月
六
日

午
前
六
時
半
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の

「
日
本
学
校
」
へ
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
、

日
本
の
伝
統
的
徳
目
に
基
づ
く
教
育
を
実
践
す
る
、

パ
ラ
グ
ア
イ
人
子
女
の
学
ぶ
日
本
学
校
。
日
本
で

霞
み
つ
つ
あ
る
精
神
文
化
が
、
こ
こ
で
は
す
こ
ぶ

る
元
気
に
息
づ
い
て
い
る
。
圧
巻
は
全
校
生
徒
の

集
う
朝
礼
。
両
国
歌
と
校
歌
の
斉
唱
、
校
長
の
こ

と
ば
、
奉
仕
隊
員
の
紹
介
、
歌
と
ダ
ン
ス
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
。
相
互
に
啓
発
的
な
時
間
と
な
っ
た
。

ａ
ｂ
ｃ
新
聞
社
を
訪
問
。
応
接
室
で
奉
仕
活
動
の

報
告
を
し
、
男
女
各
一
名
が
こ
の
期
間
に
お
け
る

体
験
と
そ
の
印
象
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
た
。
記
事
は
九
月
十
日
の
日
曜
版
に
掲
載
。

そ
の
後
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
中
心
部
を
徒
歩
で

ミ
ニ
見
学
。
家
族
や
友
や
自
分
へ
の
お
み
や
げ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
む
。
夕
食
は
反
省
会
を
兼
ね
、
和

食
の
店
へ
。
一
人
一
人
の
涙
の
証
に
胸
が
詰
ま
る
。

夜
、
パ
ラ
グ
ア
イ
教
会
で
結
婚
式
に
参
列
し
た
。

九
月
七
日

朝
、
最
後
の
感
想
文
を
書
く
。
そ

し
て
ア
ス
ン
シ
オ
ン
国
際
空
港
へ
。
佐
野
氏
、
中

井
夫
妻
、
今
後
レ
ダ
で
奉
仕
活
動
を
す
る
三
名
の

男
子
隊
員
た
ち
に
見
送
ら
れ
、
機
上
の
人
と
な
る
。

往
路
と
同
様
、
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
空
港
で
乗
り
継
ぎ
。

九
月
八
日

ア
ト
ラ
ン
タ
空
港
で
乗
り
継
ぎ
。

九
月
九
日

午
後
二
時
半
、
成
田
空
港
に
元
気

よ
く
帰
着
。
感
謝
を
捧
げ
、
解
散
し
た
。(

小
田
記
）

網を持って養殖池に入り、パクーを対岸に追い込む。

斧に腰を入れ、ピンポイントで打て！ 抱っこされた仔豚はすっかり安心。 カピバラたちは、この草が大好き。

人が馬を知り、馬が人を知る。 紅白のラパーチョが満開だった。

釣れた魚第1号はボガ。



奉
仕
隊
員
の
感
想
文

(

レ
ダ
編
・
抜
粋)

●
レ
ダ
で
は
、
自
然
・
動
物
・
植
物
に

触
れ
て
行
く
中
で
、
今
ま
で
当
り
前
と

思
っ
て
い
た
こ
と
で
も
「
な
ぜ
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
な
ぜ
動
物
が
い
る
の
か
、
な
ぜ

色
鮮
や
か
に
花
が
咲
い
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
よ
う
に
探
求
し
て
行
く
と
、

そ
れ
は
私
た
ち
人
間
が
喜
ん
で
楽
し
む

た
め
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
普

段
日
本
の
地
で
は
考
え
な
い
こ
と
を
経

験
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き

な
こ
と
で
し
た
。
（
21
男
）
●
不
毛
の

地
、
地
獄
の
中
の
地
獄
と
も
言
わ
れ
て

い
た
レ
ダ
が
、
18
年
間
で
開
拓
が
と
て

も
進
み
、
福
地
が
現
れ
て
き
た
こ
と
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
先
輩

た
ち
が
不
屈
の
精
神
で
歩
ん
で
来
ら
れ

た
、
そ
の
魂
が
宿
っ
て
い
ま
し
た
。
私

た
ち
は
こ
の
先
輩
方
の
夢
を
壊
さ
ず
、

継
承
し
て
行
く
べ
き
使
命
を
感
じ
ま
し

た
。
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
開
拓
を
、

未
来
の
子
孫
た
ち
に
残
し
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
行
き
た
い
で
す
。

（
21
女
）
●
レ
ダ
で
は
何
も
か
も
が
感

動
で
、
自
然
の
中
で
た
だ
ひ
た
す
ら
に

自
然
を
眺
め
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が

全
て
感
謝
で
し
た
。
き
れ
い
に
咲
き
乱

れ
る
ラ
パ
ー
チ
ョ
の
花
、
鳥
た
ち
の
さ

え
ず
り
と
舞
い
、
愛
ら
し
い
顔
と
し
ぐ

さ
の
カ
ピ
バ
ラ
。
こ
れ
が
私
（
神
様
）

が
創
っ
た
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
、
と

言
わ
ん
ば
か
り
。
地
平
線
を
燃
や
す
よ

う
な
日
の
出
、
日
の
入
り
、
そ
し
て
満

天
の
星
。
毎
日
が
神
様
の
懐
の
中
に
い

る
よ
う
な
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
猛

烈
な
勢
い
で
エ
サ
を
食
む
豚
、
そ
し
て

乗
馬
。
嫌
な
気
持
ち
一
つ
な
く
、
た
だ

た
だ
た
だ
楽
し
ん
で
い
る
自
分
。
す
べ

て
神
様
が
私
た
ち
を
喜
ば
せ
る
た
め
に

創
造
な
さ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
（
21
男
）
●
レ
ダ
で
感

じ
た
こ
と
の
一
つ
は
、
動
物
へ
の
感
謝

で
す
。
馬
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
、
私

は
馬
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
て
、

走
っ
て
ほ
し
い
と
き
に
走
っ
て
く
れ
、

曲
が
っ
て
ほ
し
い
と
き
に
曲
が
っ
て
く

れ
、
少
し
速
度
を
出
し
過
ぎ
て
怖
い
と

感
じ
た
時
に
は
速
度
を
落
と
し
て
く
れ

ま
し
た
。
馬
か
ら
下
り
た
時
は
、
心
か

ら
馬
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

た
。
（
22
男
）
●
レ
ダ
は
写
真
で
見
た

こ
と
は
何
度
か
あ
っ
た
け
ど
、
実
際
に

来
て
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。
レ
ダ
基

地
の
見
学
で
は
、
本
当
に
何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
造
っ
た
ん
だ
よ
ね
！
と
疑
っ

て
し
ま
う
く
ら
い
素
晴
ら
し
い
も
の
ば

か
り
。
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
の
底

力
、
強
靭
な
精
神
に
ど
肝
を
抜
か
れ
ま

し
た
。
タ
ロ
イ
モ
の
根
の
団
結
力
。
パ

ク
ー
の
養
殖
池
の
深
さ
。
魚
を
さ
ば
い

て
知
る
命
の
尊
さ
。
カ
ピ
バ
ラ
を
触
り

気
づ
く
毛
の
強
さ
、
で
も
臆
病
者
、
だ

け
ど
癒
し
。
日
本
の
道
路
で
は
決
し
て

見
る
こ
と
の
な
い
ワ
ニ
。
馬
も
汗
を
か

く
こ
と
。
釣
り
を
通
し
て
、
自
ら
の
課

題
に
直
面
し
た
こ
と
。
そ
れ
が
一
人
の

先
生
の
一
言
で
救
わ
れ
た
こ
と
。
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
乗
り
、
広
い
大
地
を
見
な

が
ら
感
じ
た
風
の
心
地
よ
さ
。
自
然
が

す
べ
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
（
23
女
）

●
レ
ダ
で
の
体
験
は
一
つ
一
つ
が
新
鮮

で
、
一
つ
一
つ
が
喜
び
で
し
た
。
生
き

る
っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
な
と
純
粋

に
感
じ
ま
し
た
。
（
27
男
）
●
レ
ダ
の

地
で
、
豊
か
な
自
然
を
見
て
心
が
洗
わ

れ
ま
し
た
。
創
造
さ
れ
た
ま
ま
の
姿
は

あ
ま
り
に
も
美
し
く
、
そ
れ
が
私
た
ち

人
間
の
た
め
で
あ
り
、
天
の
愛
で
あ
る

と
知
っ
た
時
に
、
現
代
の
人
間
は
そ
の

愛
を
本
当
に
知
る
こ
と
な
く
、
自
分
た

ち
の
た
め
ば
か
り
に
生
き
過
ぎ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
自
然

を
見
て
涙
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
そ
ん

な
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
何
事
も
あ

き
ら
め
ず
、
良
い
事
も
悪
い
事
も
す
べ

て
飲
み
込
む
、
そ
の
よ
う
な
精
神
が
こ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。
美
し
い
自
然
に
あ
っ

て
、
な
お
美
し
い
兄
弟
姉
妹
な
る
仲
間

た
ち
も
再
発
見
し
ま
し
た
。
（
23
女
）

abc新聞社の記者が奉仕隊員にインタビュー。 日本学校の朝礼に招待される。 世界自然遺産イグアスの滝を見学。

日・パ青年スポーツ交流。シュート！ アスンシオンでもたちまち一つになる。 レダの夕日に遊ぶ乙女たち。

鳥の公園でオニオオハシとともに。 世界文化遺産トリニダーの聖堂跡へ。 ラパス日本人会を訪問。奥中央に田岡氏。
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レ
ダ
開
拓
十
八
周
年
記
念
集
会
を
開
催

お便り募集

読者の皆様からのお便りを募
集します。本紙記事へのご感
想や提案、皆様個人やご家
庭での歩み、あるいはグループ
や支部での活動と関連写真、
イラストなどをお待ちしています。
宛て先は、事務局
office@asd-nsa.com
へお願いします。

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上
げます。それが確認でき次第、会員番号を確
定し、ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつ
けください。ホームページからも入手できます。

ヒダスペスウズマキタテハ

第
二
十
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催

九
月
二
十
三
日
秋
分
の
日
、
午
後
一
時
半
よ
り
、
大
山
街

道
ふ
る
さ
と
館
三
階
研
修
室
に
お
い
て
、
第
二
十
回
環
境
問

題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
将
来

の
気
候
は
ど
う
な
る
か
―
異
常
気
象
と
地
球
温
暖
化
」
、
講

師
は
気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ
ー
地
球
環
境
・
気
候
研
究
推
進

室
長
の
鬼
頭
昭
雄
先
生
。
参
加
者
は
四
十
八
名
で
し
た
。
鬼

頭
先
生
は
、
約
二
十
年
に
わ
た

り
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
一
作
業
部
会
第

二
次
～
第
五
次
評
価
報
告
書
の

執
筆
責
任
者
を
務
め
た
、
地
球

温
暖
化
問
題
の
専
門
家
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
期
待
ど
お
り
、

綿
密
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
図
表

を
駆
使
し
た
講
義
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
「
災
害
を
も
た
ら
す
顕

著
気
象
現
象
は
毎
年
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
る
」
「
過
去
八

十
万
年
間
の
大
気
中
二
酸
化
炭
素
濃
度
と
将
来
シ
ナ
リ
オ
」

「
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
と
海
洋
酸
性
化
」
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

評
価
報
告
書
が
世
界
的
な
行
動
計
画
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
た
」
等
々
。
そ
し
て
今
後
私
た
ち
の
地
球
の
気
候
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
か
、
ど
ん
な
災
害
が
予
想
さ
れ
、
脆

弱
性
を
減
ら
す
の
に
は
ど
の
よ
う
な
手
段
が
有
効
か
、
な
ど

緊
張
感
の
あ
る
内
容
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
質
疑
応

答
と
、
恒
例
の
記
念
撮
影
を
し
て
和
や
か
に
閉
会
し
ま
し
た
。

講義スライドの例＝地球温暖化とは。

講義終了後、恒例の記念撮影。9月23日

語る鬼頭昭雄先生。

佐野道准氏

大山哲夫氏

岩澤春比古氏

十
月
八
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
二

階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
レ
ダ
開
拓
十
八
周
年
記

念
集
会
」
が
持
た
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
は
開
拓
の
始
め
か
ら

継
続
し
て
レ
ダ
と
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
献
身
的
な
歩
み
を
し
て

来
た
佐
野
道
准
氏
の
報
告
。
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
始
の
原

点
を
再
確
認
し
、
最
近
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
、
エ
ビ
養
殖

ほ
か
今
後
の
展
望
を
、
集
っ
た
多
く
の
会
員
・
支
援
者
と
共

有
し
ま
し
た
。
近
年
は
、
国
家
的
人
物
を
は
じ
め
世
界
各
地

か
ら
の
訪
問
者
が
増
え
、
レ
ダ
の
姿
を
直
接
見
て
、
ま
た
そ

の
動
機
と
構
想
を
知
っ
て
感
動
し
、
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
原
点
と
な
っ

て
い
る
の
が
レ
ダ
に
生
き
る
人
々
の

内
的
心
情
と
精
誠
で
は
な
い
か
と
確

信
し
、
中
田
所
長
と
レ
ダ
基
地
の
ス

タ
ッ
フ
各
人
の
日
常
活
動
と
、
個
性

あ
る
生
活
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
日
本
に
一
時
帰
国
中
の
大
山

哲
夫
氏
も
、
豚
ラ
ン
ド
ほ
か
、
レ
ダ

で
の
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。
「
耳

が
遠
く
な
っ
た
が
、
そ
の
分
、
風
の

中
に
自
然
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
っ
て
」
樹
木
と
一
問
一
答
す
る
と

い
う
、
心
潤
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
レ
ダ
に
赴
任
す
る
た
め

の
準
備
を
整
え
て
き
た
岩
澤
春
比
古
・

前
神
奈
川
総
支
部
長
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
出
発
は
十
一
月
一
日
で
す
。

そ
の
後
皆
で
、
用
意
さ
れ
た
お
弁

当
を
い
た
だ
き
、
決
意
新
た
に
十
九

年
目
へ
の
出
発
を
し
て
行
き
ま
し
た
。

佐
野
氏
は
、
十
一
月
四
日
（
土
）

開
催
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会

で
も
一
講
座
を
担
当
す
る
予
定
で
す
。


